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０．文化等に関わる国民生活の動向

①日本人の余暇活動

余暇活動では、最近5年以内にやめたものは、水泳、パチンコ、スキーなどが多く、最近始
めたもので顕著なものは国内観光で、音楽界・映画鑑賞、ジョギング、マラソンなども始め
た人が増えている。

出典：レ ジ ャ ー 白書 2 0 1 3報道発表資料
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０．文化等に関わる市民生活の動向

②今後取り組んでみたい活動

川崎市民が今後取り組んでみたい活動として、スポーツと音楽等の趣味的な活動が上位
となっている。

出典：かわさき市民アンケート（平成２５年度）
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０．文化等に関わる国民生活の動向

③文化芸術・スポーツに関する川崎市民の消費傾向

川崎市民の消費傾向を３０年前と比較すると、文化施設や映画・演劇の入場料、スポーツ
月謝などに関する支出が増加。最新調査で「文化施設入場料」は大都市で第１位。

平成２１年～２３年平均

昭和５６年～昭和５８年平均

出典：総務省家計調査（平成24年度川崎市統計データブック）
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１－１．川崎市の文化資源の状況

①市内の主な文化財、民俗の例

川崎市には多くの文化財や郷土色豊かな民俗芸能が存在しており、それらを生かしたまち
づくりの指針として、2014年3月に「川崎市文化財保護活用計画」を策定している。

万福寺遺跡群（麻生区）出土旧石器

●多摩丘陵での原始の
暮らしを伝える文化財

旧伊藤家住宅
（多摩区日本民家園）

●生田緑地とその周辺の文化財

下原遺跡
（多摩区出土品）

初山の獅子舞（宮前区）

●地域に伝わる民俗芸能

千年伊勢山台官衙遺跡（高津区）

●橘樹郡衙と影向寺に
関連する文化財

●街道の賑わいを伝える文化財

安藤家長屋門（中原区）

●川崎の工業化を伝える文化財

白山古墳出土三角
縁神獣鏡（幸区）

トーマス転炉（中原区）●加瀬山周辺の文化財

弘法大師への道標 （川崎区平間寺）

●川崎宿・川崎大師
に係る文化財
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指定管理者制度の導入状況

固定座席数100 席以上のホールを有する公立文化施設のうち、５５．８％の施設で指定
管理者制度を導入している。政令指定都市では８４．１％にも上る。

川崎市においてもミューザ川崎シンフォニーホールをはじめとする、文化芸術関連施設
で指定管理者制度を導入している。

出典：平成２５年度 劇場、音楽堂等の活動状況に関する調 研究報告書（文化庁委託事業）

１－２．川崎市の文化芸術振興施策

①指定管理者制度の導入状況
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１－２．川崎市の文化芸術振興施策

②市民館・分館の利用状況（平成２５年度）

教養室 会議室 ホール ギャラリー

教育文化会館 ３７．４ ４９．６ ６８．２ ３１．７

幸市民館 ５０．４ ５２．８ ６３．７ ４９．２

中原市民館 ７１．８ ７５．９ ８３．７ ９７．８

高津市民館 ７１．０ ７７．６ ７３．８ ７７．６

宮前市民館 ５７．５ ６２．７ ８０．８ ９０．７

多摩市民館 ５８．７ ６５．６ ８２．９ ８５．５

麻生市民館 ６３．３ ６７．０ ７６．０ ９２．０

大師分館 ５３．９

田島分館 ４８．８

日吉分館 ４１．９

橘分館 ４５．１

菅生分館 ４６．９

岡上分館 ３７．１

平均 ５２．６ ６４．５ ７５．５ ７４．９

（％）※教養室：学習室、実習室、視聴覚室、料理室等
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１－２．川崎市の文化芸術振興施策

③「音楽のまち・かわさき」の認知度

「知っている」、「聞いたことがある」を合わせると６４．３％。クロス集計によると女性の40 歳
代から70歳以上が、男性と女性の他の年齢層と比較して多くなっている。

出典 平成２５年度かわさき市民アンケート
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１－２．川崎市の文化芸術振興施策

④「音楽のまち・かわさき」の取組への感想

市のイメージアップ効果に対する評価が比較的高い。一方で「特にない」が半数近くに上っ
ており、「音楽のまち」が市民に身近なものになっていないことも懸念される。

出典 平成２５年度かわさき市民アンケート
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２． スポーツのまちづくり

①平均寿命と健康寿命

本市の平均寿命は男性(78.56歳)、女性(86.44歳)とも全国平均を上回る。一方、健康寿命
は男性(69.29歳)、女性(73.06歳)とも神奈川県の平均を下回っており、健康寿命の延伸に
向け、生涯を通じた主体的な健康づくりを促進することが必要となる。

資料：健康福祉局調べ

差が9.27年 差が13.38年
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２．スポーツのまちづくり

②市内の主なスポーツ施設

多摩川に面した地理的な特性を活かし、自然空間を活用したスポーツ施設のほか、スポーツセ
ンター、とどろきアリーナ等屋内施設を整備し、身近にスポーツを楽しめる環境づくりを進めている。

■等々力陸上競技場 収容人数約３万人
実績：国際陸上競技大会（ゴールデングランプリ）など

■とどろきアリーナ 収容人数最大約6,500人
（常設3,000人） 実績：バレーボール世界選手権など

■スポーツ・文化総合
センター（体育館）【建設中】
収容人数約1,500人

■富士見球技場 収容人数約4,000人
実績：アメリカンフットボールワールドカップなど

■生田浄水場スポーツ広場（計画中）

■麻生区
片平地区
スポーツ
・健康ロード

11

7

2

5

6

13

16

11

8 13

6

11

■ビーチバレー
コート(４面)
ＪＯＣ認定

凡例

出典：2012年9月「スポーツ推進計画」川崎市

■川崎競輪場
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２．スポーツのまちづくり

③スポーツを通じた地域づくり ～総合型地域スポーツクラブ～

クラブ名 設立

川崎区 川中島中学校区総合型地域スポーツクラブ 平成２４年３月

幸区 幸総合型地域スポーツクラブ・PLUM 平成２１年２月

中原区

平間スポーツレクリエーションクラブ 平成１４年１２月

かわさきスポーツドリーマーズ(K.S.D.) 平成２３年３月

中原元気クラブ 平成２５年４月

高津区 高津総合型地域スポーツクラブ（SELF） 平成１８年２月

宮前区
菅生スポーツ・コミュニティ・クラブ 平成２４年２月

ファンズスポーツクラブ宮前 平成２６年１１月

多摩区 中野島総合型地域スポーツクラブビルネ 平成２０年２月

麻生区 わ・わ・わ・クラブ 平成１８年２月

総合型地域スポーツクラブは、同じ地域の住民を会員とする自主的な運営を基本とし、
幼児から高齢者が様々なプログラムを、その興味やレベルに応じて楽しむことができる。
市内では１０クラブが活動中で、スポーツを通じて地域住民間、世代間の交流が生まれ、
地域のコミュニティ活性化につながっている。

各区の総合型地域スポーツクラブ
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３．オリンピック・パラリンピック

①東京大会日程と競技会場

○ オリンピック競技大会 ２０２０年７月２４日～８月９日（１７日間）２８競技

○ パラリンピック競技大会 ２０２０年８月２５日～９月６日（１２日間）２２競技

〔 〕内はパラリンピック

川崎市

選手村から

15KMくらい

競技会場は選手
村から8KM圏内の
コンパクトな大会
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３．オリンピック・パラリンピック

②東京大会への期待

○全国20～60歳代の男女3,500名に対し東京大会によって持続的にもたらされる効果（レガ
シー）に関する意識調査を実施

出典：2014年1月「オリンピックレガシーに関する意識調査を実施」三菱総合研究所

2020年東京大会に対する期待（2020年東京大会を契機に社会が良くなるか？）

東京大会を契機に期待する社会変化

社会が良くなることへ
の期待

約５割

期待の高い分野
１位 観光・地域活性化
２位 国際交流・平和
３位 健康増進
４位 （安全）レジリエンス
５位 環境
６位 復興
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３．オリンピック・パラリンピック

③経済波及効果・雇用創出

○開催に伴う経済波及効果は、総額で約２０兆円、雇用の創出は、約１２０万人

→日本経済の持続的な成長に向け、この活力を新たな需要創出につなげることが求められる。

★開催そのものに直接関係する事項を中心に試算

東京都発表の経済波及効果

我が国全体で約２０兆円の
経済波及効果

（我が国GDPの0.3％に相当する効果）

雇用創出…約１２０万人

森記念財団発表の経済波及効果

★東京都発表の試算以外の部分を考慮

森記念財団が想定した雇用創出１０６万人の内訳は、製造業で約１８万人、
建設業で約１２万人、第三次産業従業者で約７４万人の増加

出典：2014年1月「2020年東京オリンピック・パラリンピック開催に伴う我が国への経済波及効果」森記念財団
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３．オリンピック・パラリンピック

④大会開催前後の外国人旅行者数

○開催都市では、大会開催前後を通じて外国人旅行客数が増加

→ 一過性でなく、大会開催後も見据えた戦略的な観光振興が求められる。

出典：
観光白書2013
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３．オリンピック・パラリンピック

⑤多言語対応本市事例

○本市では、外国人市民に広報を行う場合、英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、韓

国・朝鮮語、タガログ語の６言語で行うことを標準としている。（「外国人市民への広報のあり方に関する考え方」）

○ 公共サイン、公共施設においては、英語、中国語、韓国語を対象としているケースが多い。

■ 広報
○【ホームページ】 ６言語

○【広報資料】１～６言語
緊急事態対応（12）、生活相談（14）、外国人市民の義務（2）、
保健・福祉・教育（46）、日常生活（3）、施設情報（16）、
その他の情報（20）、各分野の計１１３

■ まち
○【公共サイン】川崎駅周辺地区の事例：４言語日本語、英語、中国語、韓国語を対象

■ 交通（市バス）
○【車内表示】３言語日本語、ローマ字、中国語、韓国語

○【車内アナウンス】一部停留所の案内放送で英語

■ 公共施設
○東海道かわさき宿交流館、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムなど

４言語日本語、英語、中国語、韓国語

○日本民家園リーフレット

１０か国語対応（日本語、英語、韓国朝鮮語、中国語簡体字、

中国語繁体字、フランス語、スペイン語、ポルトガル語、タガログ語、ドイツ語）

音声ガイド
「おはなしデンワ」

【藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム】

【市バス車内表示器】

【JR川崎駅総合案内板（音声案内・多言語化）】
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３．オリンピック・パラリンピック

⑥2020東京大会のレガシー

○ ＩＯＣによるレガシーとは、「長期にわたる、特にポジティブな影響」とされる。

○ この概念は、大会の開催による一過性の経済効果に着目するだけでなく、長期的視点に

立った都市の持続可能な発展を目指して構想されたもの。

→開催国・開催都市には、どのような社会課題の解決を創出するかといった無形のレガシーを

残すことが求められる。

社会課題解決を加速させるオリンピック・レガシー

出典：2014年3月「レガシー共創協議会企画概要」三菱総合研究所

本市の優れた環境技
術などにより、国際社
会にも貢献しながら持
続的な成長にも寄与
するまちづくりを進める
ことが必要
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４．シティプロモーション

①川崎市シティプロモーション戦略プランにおける「川崎の魅力」

シティプロモーション戦略プラン（案）では、川崎の魅力として特徴的な分野として、暮らし
の利便性の他●産業・研究開発●文化芸術●スポーツ●自然を挙げている。

産業・研究開発 文化芸術

自 然

ミューザ川崎シンフォニーホール

生田緑地のメタセコイアの森川崎国際多摩川マラソン

オールスポーツコミュニティ

工場夜景

スポーツ
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４．シティプロモーション

②川崎市の主な情報媒体や広報活動

媒体 手段 具体例等

紙 新聞・雑誌（広告） 広告枠を購入し、内容を掲載する

市広報紙 市政だより

市広報出版物 市勢要覧、市民グラフかわさき「ひろば」など

チラシ、ポスター 事業毎に作成

インター
ネット

ホームページ 市ホームページ

SNS Twitter、Facebook

動画共有サービス Youtube、Ustream、

テレビ・
ラジオ

テレビ ｔvk「LOVEかわさき」

ラジオ ラジオ日本「かわさきマッチングタイム」

コミュニティFM アクセスかわさき９３０

パブリシティ 市長記者会見、報道発表 新聞、テレビ、ラジオ等のメディアに取り上げてもらう

その他 大型画面、掲示板、回覧
板等の活用、イベント等
によるPR

アゼリアビジョン、広報掲示板、かわさき情報プラザ、町内
会回覧板、町内会掲示板、施設や学校を通じたPR
イベント、市民文化大使によるPR

※市政だよりは毎月2回発行。1日号は町内会、自治会等を通じて、21日号は新聞折込みで配布。区役所等の施
設の他、市内の一部の駅、コンビニ等にも設置。
※町内会回覧版、町内会掲示板は各町内会の活動として自主的に展開するもの。
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４．シティプロモーション

③川崎市ソーシャルメディア公式アカウント一覧

川崎市では、現在のところ次のソーシャルメディアを利用している。

●川崎市の魅
力情報を紹介し
ます。
（アカウント）
kawasaki pr

●川崎市に関す
る緊急情報、地
震・津波情報、気
象情報等を発信
します。
（アカウント）
kawasaki bousai

●市民ミュージアム
の展覧会・イベント
情報を発信します。
（アカウント）
kawasaki museum

●川崎市青少年
科学館や、生田緑
地の魅力を情報発
信します。
（アカウント）
kawasaki purin

●麻生区の各種イ
ベント情報や地域
の魅力を発信しま
す。
（アカウント）
kawasaki asaoku

●選挙についての
情報をお知らせし
ます。
（アカウント）
kawasaki senkan

●宮前区役所こど
も支援室から子育
て支援の情報を発
信します。
（アカウント）
kawasaki miyako

Twitter YouTube

Ustream

●「川崎市チャンネル」

川崎の魅力や市の事業を動画で紹
介します。
●「区民車座集会チャンネル」

区民車座集会の過去動画を掲載して
います。

●区民車座集会」の開催内容につ
いてライブ配信を行います。
（アカウント）kawasaki kurumaza
●原則、毎月第一、第三火曜日に実
施される川崎市長記者会見の内容に
ついて、ライブ配信を行います。
（アカウント）kawasaki kaiken

●平和館の企画・イベントを広報します。
（アカウント） 川崎市平和館

●市民ミュージアムの展覧会・イベント
情報を発信します。
（アカウント）川崎市市民ミュージアム

●川崎市青少年科学館や、生田緑地の
魅力を情報発信します。
（アカウント）kawasaki purin

Facebook
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４．シティプロモーション

④行政情報の入手方法

川崎市の行政情報を収集する際に利用されているものは、「市政だより」（37.6％）が最も
多く、次いで、「インタ－ネット（市のホ－ムペ－ジ・メ－ルニュ－スかわさきなど）」（33.3％）
の順となっている。性／年齢別では、男性は50 歳代、女性は40歳代まで「インターネット
（市のホームページ・メールニュースかわさきなど）」の利用が最も多くなっている。

出典：かわさき市民アンケート（平成25年度）

市政だより

インターネット（市のホームページ・メー
ルニュースかわさきなど）

新聞

タウン誌（タウンニュース等）

区役所の窓口

市民便利帳（かわさき生活ガイド）

テレビ

ポスター・広報掲示板

議会広報誌「議会かわさき」

ラジオ

その他

市の行政情報を収集しない

無回答

37.6

33.3
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４．シティプロモーション

⑤情報発信の手法 ～インターネットとSNS普及率～

インターネット利用率全体は８割を超え、中でもスマートフォン、タブレット型端末によるイン
ターネット利用が急増している。SNSの利用は１３歳～３９歳で５割を超えている。

【端末別インターネット利用率】

インターネット利用端末の種類（平成24年末）

出典：総務省 平成25年通信利用動向調査

24



４．シティプロモーション

⑥情報発信の手法 ～新聞の行為者率の推移～

新聞の国民全体の行為者率は平日・土曜・日曜とも40％前後。男女年層別にみると、男50
代以上と女60代以上で行為者率が高い。2005年と比べると、国民全体では、平日・土曜・
日曜とも行為者率が減少した。特に、男30・50代、女50代は10年前よりも新聞を読まなく
なっている。 （※行為者率：１日の中で該当の行動を１５分以上した人の割合）

出典：２０１０年国民生活調査
（ＮＨＫ放送文化研究所）
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